
単位数 学年

2 3

１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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教科名 科目名 科 コース

理科 科学と人間生活 普通
普通

特進文系

学習の到達目標

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって実験・
観察を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な
資質・能力を育成することを目指す。

教科書・副教材 高等学校　化学と人間生活（啓林館）

学習内容 試験・課題・提出物等

1

第１部　生命の科学　　第1章　ヒトの生命現象
A タンパク質と遺伝子　B ヒトの視覚と光

C 血糖濃度の調節　D 免疫
課題プリント
中間考査

第２部　物質の科学　　第1章　材料とその利用
A プラスチック　B 金属　C セラミックス

D 資源の再利用
課題プリント
期末考査

自然の事物・現象における原理・法則などの基本的な知識を理解し、実験・観察の
技能を体得しているか。

自然界の事象に関して、様々な観点から考察を加え、理論的に表現できるか。

2

第３部　光や熱の科学　　第2章　熱の性質とその利用
A 熱とは何か

B エネルギーの利用 課題プリント
中間考査

第４部　宇宙や地球の科学　　第1章　太陽と地球
A 身近な天体　～太陽と月～　B 潮の満ち引き　C 太陽放射と地球

D 大気の運動 課題プリント
期末考査

自然の事物・現象に関心を持ち、主体的に授業に取り組んでいるか。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組
む態度の各観点を考慮し，総合的に評価する。

普段の生活の何気ないところにも科学技術は使われており、我々の生活が豊かで安全であることも、科
学技術の恩恵によるものです。日々の生活をより安全に豊かにし、充実させるためにも人間生活に関連
する科学技術とその仕組みを学んでいきましょう。

3

終章　これからの科学と人間生活 課題プリント

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度


